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電線･伸銅品

ゴム製品

材 半斗 仙er;0･s

第51巻 第1葛

日立電線株式会社では,電九 通信の技術革新の時代に対処して,技術開発本部を設けて,

研究開発体制を,一段と拡充強化した｡

電力ケーブル部門では,昨年に引き続いて,超高圧大容量化の研究開発を推進した｡東京電

力株式会社との共同による武山超高圧研究所における275kVケーブルの実負荷実験も,順調

に2年を経過した二･一方ロスアンゼルス市水道電気局納230kV高油圧/くイブケーブル,34.5

kV低ガス圧ケーブル,およびシンガポール納66kV OFケーブルなど輸出も活発であった｡

絶縁線部門では,架橋ポリエチレンケーブルの需要の伸びが著しく,国内および輸出とも

に多忙をきわめた｡配電の近代化に伴い,22kV地中配電に関する技術を確立,作業容易な

新形付属品を開発したこ.また電力制御用タフレックスケーブルも好評を得て需要が増加した｡

通信ケーブル部門では,高品質高能率の最新鋭のCCPケーブル専用工場を新設した｡一

方,バロン形絶縁搬送ケーブルおよびHF形高周波同軸ケーブルを製品化した.｡前者は,バロン形構造の低損失性を生かし

たもので,中長距離回線用として,中部電力株式会社へ多量に納入した.｡後者は,西ドイツカーベルメタル社との技術提携

のもとに開発Lたもので,大電力放送をほじめ種々の需要が期待される.⊃ VHF,UHFの送信アンテナおよび付属機器の需

要も増加した.｡

巻線部門では,耐熱性の向上 細線化など,特殊用途の需要が増加しているが,日立電線株式会社独自の開発によるイメ

ージスーパー線,宇宙衛星船用巻線,電子計算機のメモリ線を実用化したり また安定した特性の平角カプトンテープ巻線,

平角ノーメックス巻線を製品化した｡

伸銅部門でほ,特殊薄肉銅管および溶接金属波付シース同軸ケーブル用無酸素銅条を製品化した亡銅管,銅条の需要は急増

し新鋭設備の全稼働により対処した｡アメリカウェスタン社へ無酸素銅粂170tをはじめとして,輸出も増加した｡

工業用ゴム製品部門でほ,ビル建築の需要に応じ,ルーヒング,ライニング用ゴムシート材の生産方式の合理化を図った｡

新鋭ベルト用大形プレスの設置,山高Ⅴ根付コンベヤベルトの開発とあいまって,コンベヤベルトの多量輸出に成功した｡

ロスアンゼルス市に230kV大サイズ

オイルパイプタイプケーブルを納入

230kV 2,500MCM(1,250mmヨ)オイルパイプタイプケーブル

51,000フィートをロスアンゼルス市水道電気局へ納入した｡このケ

ーブルほ電圧,サイズともわが国から輸出されたケーブルでは最大

であり,ロスアンゼルス市内の主幹送電線として布設された｡

このケーブルi･こほ高温における誘電損失を低減するためと輸送期

間中の油の流出を少なくするた軌こポリプデン柚を使用した｡絶縁

層には低襟度の絶縁紙を用い,しかも緊密で一様な絶縁層を得るた

めに密度,厚さともグレーディソグを行なった｡防湿層にはメタラ

イズドポリエステルテープ2層を用いた｡スキッドワイヤの材質ほ

コマーシャルブロンズである｡

完成後アメリカエジソン協会(AEIC)のPipe Type Cableの規

格に基づいて厳格な試験が行なわれたがすべての項目についてじゅ

うぶんな性能をもつことが確認された｡

このケーブルは内行10インチの鋼管に3条一括して引き入れら

れ,布設後,内部にほ15気圧の油圧が加えられる｡1回線あたり

の送電容量は約300MVAである｡(日立評論Vol.48,No.11,1330)
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;配電近代化を推進する

ケーブルおよび付属品

22kV地中配′竜を実現するため,口立電線株式会社でほトリプレ

ックス形電力ケーブルをはじめ,Y分岐接続部,直線接続部,ケー

ブルヘッド,較;号工芸両統形ケーブルヘッドなどの新製品を次々に開発

した.〕

トリプレックス形電力ケーブルほ,単心架橋ポリエチレンケーブ

ル3条をより合わせた構造のものであるカ＼従来の3心ナwブ/りこ

比べ,電流容量が10ノ%以上も大きく,端末での取扱r′ シ;良いた

め東京電力株式会社,四国電力株式会社,九州′ンE力株式会社などで

採mとなり,すでに221(Ⅴケーブル9,490nュ,6l{Ⅴケーブル7,280

m(昭和43年8月現在)を納入した｡

図2にホす各種の新形ケーブ′レ付属品は,配信系統こおいて特に

要求される小形化と作業時問の短縮を図り,熟練作業者によらなく

とも特件の安定を得るため,すべて共通部【守一の組立方式i･こよってい

る｡すなわち導体接続はテーパスリープを用いた締付方式,絶縁処

理ほエポキシ成形品とゴムモー′レドストレスコーンのスプリングに

よる正着方式により[ほ勺を達して_一日リ,ニの方式は/〉後付属品技術

革新の主流となりつつある｡

221くⅤ架橋ポリエチレントリプレックスケ‾-ブルおよび新形付属

品の一部ほ,東女握力稚式台社により新宿地区において,譲っノシこ国で

初めて実施さノ子Lた221くⅤネットワーク配電線路に探円された｡
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回2 各種の簡易組立式付属品

.安価な超耐熱エナメル線
イメージスーパー線

現在耐熱エナメル総とLてイメージワイヤ(ポリイミドニナノル

綿)を生産販シ上しでJ､･ろJ′シこ,価格力満い,亡那貞の政敵)ミ小さいなど

の欠点があった｡

日立電線株式会社ノラ:三ニjLらの欠点のない新い､超耐熱エナメル

維イメージスーパーを開発Lナニ｡,同エナメル線は日立製作所,口立

電線株式会社,l‾1立化虹1二業株式会社の共同研究て開発L･た特殊ス

テップラダーポリて一を用いたもJ〕で,R立独白の両州的な耐熱エ

ナメル縦である｢

結末のイメージワイヤと同等の耐熱性〔180℃)をもち,しかも皮陵

が強じんなため自動横根巻線jうこ可能,耐アルカリ性ノ)ミ良好,安価で

材 料

あるなどのすくけノiLたキ_ら三艮をもっている｡これらの特長をじゅうぶん

生かし･,ますます柄発化する電気賎器の耐熱化,小形化,軽量化な

どに寄与するものと見り待される｡

囲3 日立イメージスーパー祝

儀損失バロン形搬送ケーブルの開発

最近の中英距離通信回線では巾離ミそ謹,端局などの通信枚器の発達

につjLて,托送ケーブルとしては伝送損失が小さいこと,特性が均

一であることなどのきびしい伝送特性が要求されてきている｡

日立電線株式会社が開発したバロン形搬送ケーブルはその絶縁構

造上次のような特長を有している｡

(1)絶縁体の実効誘電率が小さいので静電容量が小さく,従来

の絶縁方式のケーブルと同一絶縁厚で比較すると減衰量は約80%

にたる｡

(2)均一な絶縁紙心の連続製造ができること,カッドくずれが

発生しここlていことなどのため糾合′･･);小さく,Lたがって嘱託が少

ない｡

(3)発泡ポリエチレン絶縁,枇杷緑と比較して,絶縁破壊電圧

が高く,また主乏水=いこも宗拉緑障′iヤを起二すことが少ないので回線

の信敵性ノ〕1高い｡

(4)同一滞京壬i㌫ニ規定すると従来のケーブルよりも外径で20～

30′ウ占所小′コき,垂鼓-‾･ラ20･～40プ言軽械できるのでケーブルの布設,

接続こあたっrこの取り音韻し､ノJニノブ手易一三ある｡

バロン形搬送ケーブルは以_上二のようにCCITT個際乍旨伝電話諮問

委員告〕規格にも適′戸ナナるすく十′子t.た特性をもち,中長距離搬送回線に

おいて｢郎蛙器数を低i新王きるので回線吉貨計上,経済上および保守上

大きな利Jミニ〕二ある｡このケーブルは小郡電力株式会社に100km以

上納入きれて]‾iり,今後さらに需要のj‾F地口カ;期待さjtる｡

回4 1.2mnlX8:r+/ミロソ形絶縁ビニル

被覆スリットヒョウタン形搬送ケーブノン
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特殊ケーブル用無酸素銅条

金属シー‾′＼方式の通信ケープ′しや電力ケーブ′し分野への無酸素銅

の進Hlは1ニーiぎましィ∴シース材および内討;導体とし/て叫需要か急椚

している.-･日立電線株式会社でほ,世界的な連続鋳急呈護持Hこよる無

酸素銅鋳塊の製造から一員◆した製造方式の搾取こより,この種払亡妻j

紐の品空‡をもった無酸素銅条の生産を行なっているか,昭和43年度

ほこの分野への需要が急増した.-,国内でほ,溶接金属披付シースケ

】ブ′レ用材とLて各社に納入したのをほじめ､新川1ては､ウェス

タン杜向i紗氏通榊キ柚iけ-一ブ′し上目村などにと‾言J£責的な納入つ減をホ

L/た｡

この種ケーブノしにほ,掛二すぐれた溶接性,高導電件ノ)二安ノiさされ

るため,一般の銅粂では,位用に耐えられず鼓高級Lり無酸宗銅粂しりみ

が適用できるものてあf),無酸素銅条ほニ♂)種ト∴ノ'､′し閂とLて最

適なものてあることが了ソニ証された｡(日立占､i仁論Vol.49,No.10,1041)

回5 無憤素銅条r左〕を使用したタフレックスケーブル

急傾斜用に威力を発操する

山高∨桟(さん)付コンベヤベルト

1二l立`郎泉株式会社では昭和40年に連続加硫総i‾tトーiIキュ7+に

よるⅤ桟ベルトの製造を開発Lたが.今回,従来ん!,より枝の融､Lリ

高Ⅴ桟ベル=図るうの開発に成功L量産を行なっているっ

このり_J高Ⅴ桟ベルトは国内で最も高い6nl111の桟を有L,次に示

す特長を術えている｡

(1)ロートキュアで辿綻的に製造するため､占占門にムラがなく

トラフ性も特にすぐれている｡

(2)運搬物が中央により荷こばれを防山する.､ノ

(3)克子ニj'試験の結果,最大値斜角は従来品に比べ大幅に増加

し,運搬能力(図7)も急傾斜になるほど,11伯Ⅴ桟べ′レトが有利

である｡

このような特長を備えているので土木,建築用の急傾斜用コンベ

ヤに組み込まれ,その威力を発揮している｡J
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金 属

材 料

椚‾剛43イH如二おH-る日市会掘株J七会祉の捌削貨質さは約40矧F一トニ,前年比に比/ヾい/〕そうの

チト虔が㌣化と研究プ川トの段資を行なった その一斗ニめ工ヒ産量ほ,1.6陪へと飛掛勺i･･こ卿大し-た.__､

特殊彦臥甘;門て(よ,まず日_iンニ金侶株ンじ会社安東‾卜域に-プ人がき帯鋼のJ削佑で‡叩化のた捌こコン

バインドてシン).■ン,またノj在能ノブ1,000tの連絡作鋼焼鈍先巾ン導入Lた._.

その(■コニ′川う産に`了守一卜する制札榊免 研究にほ卜す‾るイ別了F橘人も子Jなった.ノこjl_によって,

位械加一川-,ムがき棒鋼,ん〕ミき帯鋼などぴ‾り==如†寸向上により満し､仙た肘批うて確たLた｡

また,起獅順ち銅の研究が進ふ,真坐桁吼与〔-】統の一別呂=丹′巨｢タフ-ク溶解炉10t,真空脱ガス溶解

炉20t)およびノこ形形鍛設僻による生産体湖の確､ヒ1コンピュータ｢設術の導入によF)+三権介

叩化体て削が一段と確‾打LたL｡日動中川マレブ′し仙こ･ついてほ海外大手自動車メーカーへの輪

汁‡とぉいまって,日立金城株式会社戸畑二【二場ではマレブル1,000tナ削乍計巾を中心に′i′㌻叩化,設備投資を子f-なった-
ニれに伴い

まず,月度1,000tf仁船舶巨の鋳造設備およびふんい気焼鈍炉,20tキュポラ,鋳仕上げ設肺などを設粁Lた｡)これにより品

質の安定,向-Lはもちろん戸鮒‥】二場マレブ′し3,600t生産体制が確立し,チト産も20/ヲ左向上した.ご.またダクタイル柄解設備とL

て,8t低周波炉も設置L_た｡

日立金属株式会社深川工場では,マレブ′し机材メーカーより脱皮し,加=‾孤立一員メーカーーと王ノての生産体制を･確立する

たが),加工組立設備を増強Lた｡

日立金属株式会社若松工場でほ,ノく手鉄鋼メーカーの悍板,大形形鋼圧延機の新改造を中心とする意欲的･な設腑投資,ま

すます人形化するロール生産に対処する増産設術を行なった｡完成しじ†Jもな設備は,鋳鋼アダマイトロー′しの増大に対処

Lて25t電気炉,大形ロール旋盤,仕ヒげ旋盤などである｡

---一方,熟応分野の拡大うをF‾j的に材質庶路遊技術の改卦左▼′什ないその成果にほ見るべきものがあった｡〕すなわら,特殊鋳造

によりアダマイトロールの品質改善である｡)また,ホットストリップミル仕__=ごワークロ【ルの絞り機構面の解析を行ない

絞りこみ,誘起しがたいロールへの改善,厚仮ワークロールの切削基準而の解析,ストリップミルロールに発生するスケー

ルの究明などを行ない一 今後の材質改善の基礎な閉めつつふる｡またダクタイノしロールiこよる分塊ローールの改革などにも見

るべきものがあった′｡

日立金属株式会社桑名工場では,凸印管淋手の生産が需要に追いつけす6､000tfL産計画を企晩その実施にまい進Lている｡

日立金械株式会社熊符+1場では後述する高保持力YCM8系のシリーズ化(′8C､E)および,Baフェライト磁石より保磁力

の大きいSl一フェライト磁石の開発を行なった.二.

-一一方,磁石応用ぷ-の分野では業界では顆をみない大形圧延機用5.,000〃nlii-トクーーラントセハレー_タ左･はじめ,全日助鋼板搬

送装置シートフィーダ,シートパイラなどを開発完成し 大手鉄鋼メーカーに納入1ノた｡.

またチェーン装帯品としては2方t穀物貯蔵サイロ設術,わが国初の配合粉砕方式飼料丁場プラントhよび輸入チップ,

陸揚げ,野横長および搬出設僻など運搬合冊化などの研究むいっそう探♂)た..

熱間加工用超耐熱鋼HRA85

近時,生産性れとの命題のもとに.二工一兵の･(堤川]条件はl‾け円しに多

様かつ過酷になっている｡そのような情勢から,熱間加_】二用として

従来鋼程よりさらに熱閉強度の高い鋼種の出現が望まれていた｡そ

のような目的に対して開発されたのが,難問加工用超耐熱鋼HRA

85である｡

本HRA85は,Ti-Nb添加により析出硬化を図ったCr-Ni-Co-

オーステナイト系超耐熱鋼であって,溶f糾ヒ一時効処理により,難

問加工用工具として必要なかたさを得るものである｡本鋼の最も特

長とするところは,その基本が超耐熱鋼であるために,その熱間強

さが非常に高いことである｡熱間引張強さを従来鋼種と比較してみ

ると,700℃においてSKD61(5%Cr-Mo-Ⅴ鍬)で50kg/nlm2,

SKD5(2.5Cr川9W-Ⅴ鋼)で60kg/mn12に対して,HRA85は90

kg/mm2,800℃でSKD5で25kg/mm2に対して,HRA85は65

kg/mm2にも達する｡

このように,本鋼ほとくに高い温蛙で成形しなければならない場

合に使用することによって,著しくすぐれた性能を発揮する｡図8

は,HlぞA85を升船二肉感捌毒した鮒旨jせん断′対物であって,その

他1‾l‾j′こ税吏巾一例;=空こ図9こ′Jけように惇さ150＼′3501TュIllX幅1,200～

1,8001川11`ハスラブ(950､1,00n℃)をせん晰した場合の刃先エッヂ

の坪給川卜前に少な卜 したJ･∴二)で1二具才子命が‾鞍L.′て長いことを示

している_.本鋼ほそC叫まか銅f‡金剛の熱問押亡F-1ダナス,-アノレミニウ

ム･ダイカストレ'-)押J+けンなどにすぐノ貢いと文節を示Lている｡

図8 HRA85を刃先に肉感溶接した熱間せん断刃物
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ホットストリップミル仕上げ後段用

ワークロールの新しし､改善の方向

最近のホットストリップミ′レこ三以前に比べて製品板厚1.6mm以

下の薄物コイルを多量に圧延する軌司にある｡汚物圧延時にほ絞り
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こみといってストリップのテールかしわ状になって圧延される異常

圧延のひん度が高くなる｡仕上げ後段スタンドにほかたさ800Hs前

後の中抜高合金グレーソロールが使用されているが,この種ロール

の最大の問題点は絞りこみによって誘発されるクラックで圧延能率

とロール原単位に大きな影響を与える｡

われわれほ強圧と強い熱衝撃を伴った絞りこみに対して抵抗性の

あるロールの開発にこれまで努力してきたが,最近さらに別の新し

い観点に立って,絞りこみそのものを発生しがたい安定したロール

の特性というものについて検討を加えた｡

絞りこみの原因はロールギャップあるいは板の延び方の不安定性

iこよるものと考え,特にロー′ン特性から.くる要凶について検討した｡

中抜ロールは上形と下形とで製造粂件によって若干特性が異なるた

めに,圧延中はロールの左右でなんらかのローノL-ギャップの差が生

ずる｡その要因として上形と下形のロール特性の差から生ずるフラ

ットニソグ量の相違が最も大きいことが明らかになった｡図10は

ロールの外殻層厚さの変化および内層の弾性繰数の変化がフラット

ニソグiこどのような影閂を及ぼすかを示したものである｡この結果

から絞りこみのしがたいロール特性というものは均質で剛性度の高

いものほど良いという結論をえた｡一九 納入ロールの実績を統計

的に解析し,使用上安定なロール特性というものを検討した結果,

上述の理論的考察と同様な結論がえらjlた｡日嗣ロ41年に試験的に

対策ロールを製造納入し,昭和42年後半から本格的に製造に踏み切

った｡最近は以前むこ比べ絞りこみ事故ほ大幅に少なくなり,顧客か

らは陣剛こ際して非常に安定しているとの好評を得ている｡

高保磁力磁石Y⊂仙-8C～E

昭和30年高保磁力磁石として,Alnico-8が発表され,鋳造磁石と

して初めて保磁力1,400-､1,5000eが得られるようになった｡しか

しこの磁石は製造工程がきわめてむずかい､ことと,需要面でも限

られていたため,最近まであまり実用化されていなかったが,この

数年問各種回転楼器にその用途が開け,生産技術の進歩i･こ伴い量産

されるようになった｡

日立金属株式会社熊谷工場においては,特殊な成分と,熱処理方

法の検討を行なって独自の生産技術を確立L,YCM-8A,8Bとし

て生産を行なって各方面に好評を得ていたが,この高保磁力磁石

が進行波管をほじめとして各種のマイクロウエーブ樅器用磁気回路

に佼用されるようになるとともに,さらに高い保磁力が要求される

5 10 15 f)

エ‾ト′しキーft■i
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5 4

10,000

Gauss
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国11YCM-8系磁石の磁気特性曲線



ようになった｡これらマイクロウエーブ用磁気回路には,従来フェ

ライト磁石が主として使用されていたが,温度特性が悪いため,最

近は鋳造磁石が多く使用されるようになったもので,これらはきわ

めて低いパーミアンス係数で使用されることが多いため非常に高い

保磁力が必要であるとともに,校器の作動特性を安定に保つために

すぐれた温度特性が要求される｡

この要求を満足するた捌こ,開発されたのがYCM-8C～Eの超高

保磁力磁石で,厳密な成分管理と特殊な熱処理作業により生産され

る｡表1および国11はYCM-8C,8D,8Eと,YCM-8B,YBM-3

(バリウムフェライト磁石)の磁気特性,温度特性を比較したもので

ある｡これらの超高保磁力磁石は1,600～2,2000eと非常に高い保

磁力を得ており,磁気回路の設計i･こ応じて最適な磁石を選んで使う

ことができる｡

おもな用途は,前述の進行波管をはじめとしてアイソレータバッ

クウェーブオシレーク,マグネトロンなどがあり,アメリカ国内の

各マイクロウエーブ用餞器メーカーiこ納入を行なっている｡

表1 YCM-8系磁石の諸特性

磁 気 特 性

YCM-8B

YCM-8C

YCM-8D

YCM-8E

YBM-3

BrJHc
8,800

7,800

1,700

6,300

2,100

7,500
2,200

1

2,2竺2,5｡｡!1,82?品｡

j(B･H)max

4.8～5.5

九iG･Oe

4.5～6.0

4.0′､5.5

5.0､6.0

1.(I､1.2

可逆温琵係数(%)

/ミ一三 ア

ンス係数

0.86

0.86

0.86

仇86

0.53

-80～
十20℃

＋0.04

十0.03

＋0.03

＋〔〉.03

-0.2

＋20～

＋100℃

＋0.03

0

0

-0.2

高保磁力Srフェライト磁石

Baフェライトと同等の残留磁束密度をもち,保磁力が30～叫%

大きなSrフェライト磁石の量産態勢が確立された｡この磁石ほ

MO6Fe203しM:Ba,Sr,Pb)なる化学組成で代表される六方晶フ

ェライトに属し,飽和磁化はBaフェライトよりも小さいが,異方
性定数が大きく,したがって高い保磁力が得られる｡

製造工程はBaフェライトと全く同じだれ 良好な特性を示す条

件の範囲が狭く,バラツキを生じやすい｡安定に生産するためには

原料の調整および焼結方法に特別の配慮を必要とすることがわか

り,その結果Br:3,600G,Hc:3,3000e,(B･汀)nl｡X=3･2MGOe,

IHc:3,800という高保磁力磁石を得ている｡大きな保磁力とともに

減磁曲線が直線のため,外部磁界に対して高い安定性を示すので,モ

蓑2 量産可能なフェライト磁石の磁気特性

鋼 種

YBM-1A

YBM-1B

YBM-2A

YBM-21∋

YBM-2C

YBM-3

材 質1Br(G)lHc(Oe)

Baフェライト

Baフェライト

Baフェライト

Srフェライト

3,700～4,000:1,700～2,000
L

4,000～4,350.

1

3,000～3,500: :;;:…二…::弓
3,即0～4,250乙2,500～2,700

Srフェライト;3'50叫750i2'700～3'000
Baフェライト.2,200～2,500.1,800～2,000

(B･H)m8Ⅹ
(丸4GOe) IHc(Oe)

;二二三L;;;…:二;;:
2.1～2.5

3.1～4.0

2.7～3.0

1.0～1,2

2,400～2,800

2,600～2,800

3,300～3,800

2,500～3,500

Y81卜2B

YB九ト1A

1rBトト2C

＼

1′BM-1B

YB入Ⅰ一2A

1'Bユト3

ー4

ー〃(kOe)

弔プtl

ー1

団12 フェライト磁石の械磁曲線

日
豊
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一夕ぞマイクロウエーブ用としてきわめて有用な磁石といえよう｡

表2は量産可能な2種のSrフェライトの磁気特性を,図】2は減

磁曲線をBaフェライトと比較して示したものである｡YBM-2Cは

通常の乾式異方牲,Y王ミM-2Bほ湿式成形により高性能化を図ったも

のである｡また特殊な成形法の開発により,異方性化が困難とされ

ていた肉厚が薄く形状の複雑なものでも製造可能となり,特に半円

または円筒状異方性モータ用に適している｡

物理的特性はBaフェライトとほとんど同じであるが,比重が5%

ほど小さく,温度特性における不可逆現象が大きな保磁力のために,

より低温で始まるという利点もあり,上記2種の磁気特性をもつSr

フェライト滋石の開発により,電装用モータの磁石化がさらに進む

とともに,新い､応用分野の拡大も予想される｡

昭和43年度における下記三社の社外寄稿,講演の成果

(昭和42年10月～昭和43年9月)
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合成樹脂摂層品‥ 電子.汁号てト機はL′め電子機器の信蘇性たどの向上Jllド′).エポキシ系積

層■jr-さ】が柱｢‾lされNEMA FR-4形(ガラス繊維～エポキシ)の析層板LE¶67N,銅張積層

板MCしE-67を開発,LE-47N,LE-67Nについてはアメリカ災害安全研究所の認定も取得

Lた.二またプリント配線板周依▼‾･ニはスルーホーールメッキの冨煩件の向卜,作業の容易性の要望

から主とLで化学メッキ法iこよってスルーホー/Lメッキが容如こてきるLP-141N,ACL-

141,MCL-E-147など各陸尉百品を日立化成工業株式会祉独臼の技術により開発しじ_､

成形材料: 成形能率の向トと‡二川勺とし′た速硬性材料CP-552B,CD-J-612(ジアリルフタ

レート)他の射H成形用材料,寸法安定性iこすく･＼れ岳強度のガラス繊維充てん形CP-741Bの

開発をし,コネクタはじポ)過信機器,電子機器の部品鞘材料とLて∵節しい分野をl判拓Lた｡

このほかにFRPが浄化槽に多最に用いられ,フィラメントワインドパイプが化学工業で130℃の配管に川いられるように

なった｡

絶縁材料:絶縁用コイ′し｢7ニスでは滴下法によるコイノン処雌の高速化が進み,またエナメル銅線においてもエナメル線

塗装速度の高速化が進み,それらの要望に応ずるため品種性能の向上多様化が進められた..て.fナ収樹脂エナメル銅線用ワニス

W418系,エナメ′し銅線用ウレタンWD¶433などほその代表的な品位である′__.マイカ絶縁物てほ′馴､僻てイカプレートMP

5000が,フレークマイカ片に代わり,電熱枚器に大幅に使用されるようになった.｢

介成樹脂: 塗料用樹脂てほ別記するよ

向上Lた熱∩†そ性および熱硬化性形のアク

標準タイプPS=669APならびにゲノしコー

う速乾性のアルキド樹j胤 アミノ樹脂各植が朋発さ二卜,また壌装作業性を大幅iこ

リル樹脂を製占■1化した:.不飽和ポリエステル樹脂でほITR_P成形用のイソフタル形

卜用樹脂の品種を豊富に1Jた｡

ポリアミドイミドフィルム

宇宙開発や軍需などの動機からアメリカを中心として,耐熱性高

分子の合成が活発に研究されており,塗料,接着瓢 繊維,フイル

ム,ラミネートなどが成形材料として実相化されている｡

ト1立化成工業株式会社にこねいても,独自の技術によって,耐熱性

を右するプラスチックフィルムとして,ポリアミドイミトフィルム

を完成Lた｡このフイルムは,特にH種(180℃)以上に耐える耐熱

性を有しており,電気的,枚械的および耐薬古訓生にもすぐれた特性

を示Lている｡これらの特性ほ,ポリイミドフでノレムとはぼ同等て

あることがわかった｡.

用途としては,電気機器コイルの絶縁,スロット絶縁などに適L

ている

新しい複合薄葉絶縁材料

最近の電気艶器ほ小形軽量化による性能向上が要求されている｡

日立化成工業株式会社では,新しい耐熱性フイルムを応用した複

合蒋棄材料について検討を重ね,耐熱フイルム～集成マイカはり合

わせ品(KU-F,NU-F)および耐熱フイルム～ポリエステルフィル

ムはり合わせ晶(NY-2015,6015)を開発した｡これらの製品ほ従

来使用されていたガラスクロス製品(GU)に比べ,厚さの均一性,

機械的強度の向上 特に引裂力が強く(約2倍強)伸びが大きいため

電工作業が容易である｡耐熱性,耐コロナ性,柔軟性などにもすぐれ

ている｡また,各種機器のコイル絶縁およびスロット絶縁,コイル

そのはかのテーピング材料とLての用途にも適しており,前述の特

長から,小形軽量化をも促進する新Lい複合蒋菓材料である｡

道路区画線材料｢エースライン+

近年わが国における自動車産業の急速な発展に伴い,道路事情は

94

著Lく恋化しており,交通事故か壷七な社会問過となっている現在,

センターーラインを施_1二L･て自動巾〟)克子J‾をゲ羊易にする二.と,および

横断歩道に対しても安全を守るために,湖名拝所線J)果たす役割は

非常に大きい｡

｢ユースライン+ほ,加熱布石式ノ〕ペイン】lて･,特殊合成桂川Rをベ

-スとし,耐険性にすぐれ

た着色顔料と耐久性の大き

な体質顔料を配合Lた粉末

状の製品である｡従来の溶

剤形べでソトに比べて,施

工後すみやかに乾燥L夏期

は約3分後,冬期ほ約2分

後に諸事の通行か▼･1】▲能とな

り,長時間交通遮断するこ

とはない｡また,耐久性ほ

従来のペイントに比べて数

倍ないしノ十数倍あり,さら

に夜間においてほ自動車の

ヘッドライトにより,セン

ターライン･横断歩道など

を鮮明に浮び上がらせる性

質をもっている｡
回13 道路区内線材料
｢ェ【スライン

新形塗料用レジン

作業能率を向上するため速乾性の室料カニ強′:柴力さされているれ

これに答えて速乾性のメランおよびフタルキッドを開発,好評を得

て大きな伸長をみた｡

(1)速乾性酸硬化形アミノアルキド樹脂｢メラン43,46D+

アミノアルキド共縮合形の新い､タイプの樹脂で,主として室内

用プリント合板,床関係に使用される｡従来のものに比べて,乾燥性

のはかに耐水性,耐汚染性,肉持ちなどにもすぐれている｡



し2)超速乾惟アルキド桝脈jフクルキッドⅠ)601,D602__+

油変性紀州艮ア′L-キド例月汚で,従来のラッカーに比べて耐候性.

肉持ちにすぐれ,フタ′レ酸エナノ/レよりはるかに速乾作で耐候性iこ

すく'､れている｡D6()1は卜とL-て外装子ナ板用に,D602Sは産業磯風

畏器具などiこ便和される.二､ゾルドーザの黄色などは応J言11例の---▲つて

-ト
ナ

ごタ)Q-′

耐腐食用ポリエステル樹脂PS-384′PS一占000

FRPの川途拡大cノ‾〕一端として,耐固食,耐熱性の高い不飽和ポリ

エステル桝析PS-384,PS-6000を口立化∫戊Tl業株式会式で開発し

た.,王)S---384ほビスフェノール形の耐食性脚月旨であり,PS-6000は

エポキシ変性の新しい不飽和ポりエステル鰍J旨である.いずれも従

来の汎JHのポリエステノレ樹脂の欠点とされていた耐アルカり性にす

ぐれており,また熱変形温.事_窪も熱硬化の場合110℃以上であり,汎

ノーjポリコニステ′レ樹脂で達成できなか一二)た高性能薬品タンク,払も泉パ

イプなどの斯い､FRPの分野へグ〕l耐腐食,耐熱用資材とLて期待さ

れる｡ニノPS-384は常軌硬化も吋能てあるがPS--6000ほ/加熱破化f‾l‾jの

樹脂とlノて持件を発揮する｡

通信機用フェノール樹脂成形材料

近年通信＼機し賢の発掛こ伴い.材料面で叫jH発改良研光が盛んとな

り,ワ/トヤスプりング継′長篇J‾H辿硬化性フェノール位川日収形材料

CP-552B,′.左ナ恍掛プ〕印刷配線板び‾)コネクタなどの.1即桝1Jにガラス

繊維充てんフェノー′レ樹脂成形材料CP-74･-ユ_Bを悶絶Lた｡

(1)CP-552B

CP--552Bは有練■郎‾iら柑■三毛杜絶繚速硬化性フ工ノー′レ樹jj恥に形材

料である+口本電†.言電話公社音;も通信研'発所を中ノLとしたワイヤス

プリソグ継侶;号泣用フェノーール桝j胤戊形材料の速硬化び〕要求を満たし

たものであり,昭不‖43年6川こ公社認娃を得ているこ+

成形時間ほ従来の材料の約1/2であり,成形コストは大幅に低下す

る.こ7また有機門基材フェノール樹脂成形材料とtノですぐれた特性を

有しているので(表3参照),通信機のほか多くこ叫†1途が期待される｡

(‾2)CP-74--1B

CP-74一一1Bほ複雑な形状の品物をI釦汚するのに適するガラ.ス繊維

補強フェノール樹胴成形材料であり,表3に示すような優秀な楼械

表3 CP-う52B,CP-74--1Bの一般牛㌢性値
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JIS規格
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kV/mm

n
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kg/mm2
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kg-Cm/
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kg/mm2

kg/皿m2

%
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しMフ､ケール)

℃

℃/21ュ

試験方法はJISK-6911にぢら拠した｡

CP-552B

PM▼EE

13′-16

1011-12

1010-1ユ

4～5

0.03～0.04

13～15

4､5

6～8

23～25

0.5r-0.7

0.1～0.2

180

1.32～l.34

乙1～2.3

CP-74-1B

PM-EM,fi打

14､ノ16

101ト12

101l～5×1011

5.0､5.5

0.015八ノ0.025

15ヘノ19

1,400-七500

4.5～5.5

8～10

20～23

0,15～仇30

0.04～0.07

113′～116

190～195

200

1.69～1.71

2.2～2.5

ただし*印項口ほAST加Ⅰ

材 料

矧生,耐水性,寸法ノ女定性,耐熱性.良好な電気特性を和している｡

ま■た機械感度,電気料性に関する長期にわたる劣化試験においても,

従来の有機官て･無校門鵜材のものに比べすぐれた賂果をホLている｡

用途とLては.コネクター弧札 電算機部品,べ▼′リングおよぴフ

ッシソダブロック,ギヤ,カムなどに好適であるし1

自己消炎性,ガラス布基材エポキシ樹脂

銅張積層板(仙CしE-る7)および高信頼性

スルーホールメッキ用積層板

(1)MCIノーE-67

MCL-E-67ほNE加IA去馴黙のFR-4,､lIS規格り〕(;E-3,MIL規

格の(;Fに柑当する印刷L自■=格板用銅敬三泰阜主屑板である｡.その特長卜j二

表4のようにすぐれた電左も特性と自己消炎性をも･つていることてあ

る｡電子計算條,通信器,計測器などの高信板性心よぴl_′l己打i炎性

を必要とする電子機器の印刷回路板川とLて最適である.て,

(′2)スルーーホー′しメッキ川桁層板

印刷回路板の製造1‾二和の杓易化に役たつ印刷lr∫l路板川桁間取_㌻∴1こ

び銅張横層板ぐMCIノ)を開発Lた｡ノ

ニれらジ)椚ji割振ほ図14に示したようにス′L一ホールースッキ〟)1

一事如珊易化されると同時に高仁板性〈ハス′L--+1-一ルノッキカ∵柑rjれ
る｡またも〔i朋板の滋l‾帥二接茄剤僻を形成させた横層板(ACいほ.必

安な部分にの･丸い耶各を形成すヱトと同帖にス′レーホー′Lメッキがり縫

である.′.

も■i憐板リ1特性ほ表5に示Lたと.ナゴりでNEMA規桁を満たして

いる.二7

衷4 MCIノーE-67(′GE-3)のJIS規格による試験結果注し1･
1.6mm O.035mm銅ノ､ク汁耐
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平均値を示す｡

常態の引きはがし強さに対する低下率を示す｡
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試験項目 単

気 中 加 熱l

引きほが

し強さ

ハンダ
処理後

気 中
加熱後

体街抵抗率

表 面 ま氏抗

吸 水 率

沿層絶縁抵抗

誘 電 率

誘 電 正 接

規格

位

第51巻 第1号

前者は特に表面保護用,後者は特に加工補助材用として開発された

もので,市販されている塩化ビニル系のものに比べてかずかずの長

所を有している｡特に価格面においては,従来この分野では使用不

可能といわれていたカラートタンの分野にも進出し,じゅうぷんに

その成果をあげている｡また特性面においても温度依存性,透明性,

作業性などにおいて市販品をしのぐものである｡

ニ トロリー活線作業絶縁タワー

およびエ事用配線器具

日本国有鉄道では5個年合理化計両の一環として,強化プラスチ

ックスパイプを応用したトロリー活線作業用絶縁タワーを製作する

ことになった｡日立化成工業株式会社ほ絶縁ハシゴなどでこの方面

の開発を以前から行なってきたカ1今回,日本国有鉄道から絶縁タワ

ーの開発を依板され,このたび試作怯カニ完成し,日本国右鉄道の立会

試験iこも合格し量産にはいった｡本棟ほ交流･直流両区間で使用で

き,/､ンガなどの調整点検の.連続作業,2人作業による重量物の取り

扱いなど複雑な作業が安全かつ能率よくできるよう考慮されてい

る｡特に運搬を簡便にするため絶縁主柱およびステップに電気的特

性こすぐれ軽量な日立FlⅣパイプか使用されている｡串輪はアルミ

合金として折りたたみ分解可能な構造になっている｡図15は絶縁タ

ワーの外観を示したものである｡仕様は重量40kg,高さ4,400mm,

ステップ数12段,絶縁耐力100kV,絶縁抵抗2,000Mn･以上である｡

最近の住宅建設ほめざましくそれに伴い工事用配線器具の需要も

増大の一途をたどっている｡口立化成工業株式全社てはこれらの需

表5 スルーホールメッキ用積層板のNE九･IA規格による試貌結果

* ACL-141

および結果

処理

l
l A

1b/in

M凸･

Cm

MJユ

%

kV

A

260℃5,10,20s

E-1/120
または140

C-96/35/90

C-96/35/90

E-1/105

＋D-24/23

D-48/50

D-娼/50

D-48/50

A

A

A

注(1)平均値を示す｡

NE九IA

XXXPC規格

260℃ 5s

異常ないこと

E-0.5ノ120
異常ないこと
260℃ 5s

6 以 上

E-1/120
6 以 上

104 以 上

103 以 上

0.75以 下

15 以 上

5.3以 下

結 果

異常なし

異常なし

異常なし

8.9

9.0

臥0×105

1.5×101

0.57

35

4.61

0･050以 下;0･0425

12.0以 上119.2

10.5以 上

トリクレソ蒸気2分
異常ないこと

14.2

異常なし

ACL-141の特性値ほCC-4

九ICL-E-147

NElIÅ

FR-3規 格

260℃10s

異常ないこと

E-1′/120

異常ないこと
260こC lOs
8 以 上

E-1/120
8 以 上

105以 上

103以 上

0.65以 下

30ジ.上

5.0以 下

0,045以 下

20以 上

16以 上

15以 下

結 果

異常なし

異常なし

異常なし

8.9

9.1

1.1xlO7

4.4〉く105

0.30

35

4.30

0.0334

26.6

21.4

8.0

ト㌫′驚2分1異常机
無電節銅メ

ヒクレックス粘着フィルム

従来,金属板などの表面保護用し加工,運搬,取扱中のキズ防止),

加工補助材用(絞り性の上昇など)として,塩化ビニル系の粘着フイ

ルム,およびストリップァブルペイントが使用されているが,価格,

特性,作業性などに問題があり,その佐用分野が限られている｡ヒ

クレックス粘着フイルムは,ポリオレフイン系基材に特殊処理しノ粘

着剤を塗付した,感圧性粘着タイプと,熱比着タイプに大別さjL,

96

1･ICL-E-161

NEMA

G-10規 格

260ごC 20s

異常ないこと

E-1/140

異常ないこと
260℃ 2(〉s

8 以 上

E-1/′14(】

8 J､上

105 以 上

103以 上

0.35以 下

30⊥よ 上

5.8以 ‾F

O.045以 下

55リ､上

45ユニ_t 上

トリ プ レ: 2分

キ後の値で示した｡

要を満足させるため,
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さ!15トロリー活線作業用

絶縁タワー

今回工事用配線器具としで需要の多い埋込工

事用配線;キ詮具を開発L量産を開始Lた｡

これらの器具:王安全性,作業性,デザイン∴垂ノ烹ノ1二おかれ,設計

製作されているこ､特こ角形連用コンセソト三よ刃真の接触力を増大し

接触部の温度上昇カニ少な<′てなるよう留意されている｡また角形連用

スイッチ類こよ操作力ー軽くアークJつLHこくい構造であり,l矧調動作ほ

10万回以上で長英耶召]J_)鮫肌二耐える鵬造になっている｡電線の妻妾

綻方法として:ま締付端子方式を掠_f‡jし配線工事作業の向上を因って

いる｡




